
（様式） 

議会運営委員会行政視察報告書 

委 員 会 名 議会運営委員会 委 員 名 塩尻 英明 

視 察 地 愛媛県西条市 

調 査 事 項 議会 BCP（業務継続計画）及び防災訓練の内容等について視察すると共に、具

体的な防災訓練の実施手順や注意するべきポイントなどの他、 議会基本条例に

災害対応等の項目が規定された経緯について調査する。 

視察年月日 令和６年１月 31日（水） 

視 察 内 容 

【所 感】 

西条市においては、南海トラフ付近において将来的に大規模な地震災害が発生すると言われ

ており、東日本大震災以降の危機意識の向上により議会の改革に含めて議会基本条例や議会Ｂ

ＣＰの策定に至る。 

平成３１年に策定したが、令和２年に改定を行っており、訓練を通じて必要と考えられる対

応を盛り込んでおり、一度策定して終わりではなく、継続的に協議を続けることが重要という

ことの表れであると考えられる。また、災害ばかりに目が行きがちだが、西条市のように国民

保護や感染症等への対応についても考えなければならないという再認識ができた。 

平成３１年からコロナ禍での令和元年を除き、毎年１回防災訓練を実施しているが、やはり

実施してみて初めて気づくことなどもあり、課題点を発見することができているようだ。また、

煙が充満しているなかでの避難映像を拝見したが、予想以上に視界が悪く、事前の訓練が無け

れば容易に避難できる状況では無いと感じた。 

タブレット端末の活用としては、サイボウズ officeのメッセージ機能やオンライン会議シス

テム（webex）を導入している。安否確認や情報の共有にはとても重要な要素であり、現在の旭

川市議会のタブレット端末の活用状況では、いざ災害等が発生した際には相当な混乱が生じる

ことが想像できる。旭川市議会ではタブレット端末の貸与が始まって間もないが、早急に対応

を考えていかなければならない。 

なお、西条市では安否確認や情報共有を行う際のタブレット操作が複雑になっており、端末

操作の苦手な議員が活用できないという状況も発生しているようだ。が、難しかろうと活用で

きるようにならなければ、地域の状況を効率的かつ効果的に共有することができないため、議

員の努力が必要と考える。情報共有等のツールについては別紙に報告する横須賀市のシステム

が参考になると感じた。 

その他詳細については添付の資料にまとめる。 

※ 「視察内容」欄には，調査結果に対する意見，本市における実施の可能性，課題等を記載す

ること。 



16 H30 24

1905 M7.2 1946

813 810

訓練の様子



webex

初見としては少し複雑すぎる印象



（様式） 

議会運営委員会行政視察報告書 

委 員 会 名 議会運営委員会 委 員 名 塩尻 英明 

視 察 地 熊本県玉名市 

調査事項 議会 BCP（業務継続計画）及び防災訓練の内容等について視察すると共に、具

体的な防災訓練の実施手順や注意するべきポイントなどの他、 議会基本条例に

災害対応等の項目が規定された経緯について調査する。 

視察年月日 令和６年２月１日（木） 

視 察 内 容 

【所 感】 

近年の大規模災害に加え、熊本地震では玉名市も震度６弱を観測している。議会ＢＣＰが無

い状態であり、議会や議員の行動や判断に苦慮したとのことであり、おそらくその際に何らか

の影響があったのか、「議員は執行部の邪魔をしない」という言葉が何度も発せられ、強いメッ

セージ性を感じた。確かにこの点については今回視察した他の自治体も同様な取り決めがされ

ており、注意しなければならない点の一つと考える。 

実際に災害を経験している事もあるからか、防災訓練の計画では災害の状況設定がかなり細

かく具体的に設定されており、実践的な訓練になっているのだろうと想像できる。また、市の

防災訓練と同時に行うことで、市対策本部との連携を取る訓練ともなり、旭川市議会において

も市の防災訓練と協力して行う必要がありそうだ。ただ、横須賀市ではあまり細かい設定をし

すぎない方が良いという考えを持っており、どちらが正しいのかは悩みどころである。 

玉名市で特徴的だったのは市内を５つの地区に分け、地元を地盤とする議員がその地区担当

あるいは地区隊長として被災時の地域活動に当たることになっている。ただし、議員が少ない

地区もあり、地域活動や情報収集に偏りが発生してしまう懸念もある。 

タブレット端末の活用としてはＷｏｗＴａｌｋというビジネスチャットツールやオンライン

会議ではＺＯＯＭにより離れていても会議や情報共有ができるようになっている。 

震度６弱の被災をしたものの玉名市自体は大きな被害が少なく、他都市への支援活動が多か

ったとのこと。旭川市も震災は少ないが、近隣自治体のことを考えると、旭川市だけの防災で

はなく、近隣自治体への支援体制についても予め考えておく必要があると感じた。 

その他詳細については添付の資料にまとめる。 

 

※ 「視察内容」欄には，調査結果に対する意見，本市における実施の可能性，課題等を記載す

ること。 
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議員が少ない地区もあり、情報収集に濃淡が発生してしまう可能性もあるのではないか
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実際にBCP発動が起きた時にこれだけ多くの指針や
ケースのなかから、どの行動を取るべきなのかの判断
を行えるのだろうか。
多すぎるのも困惑してしまうような印象がある。



（様式） 

議会運営委員会行政視察報告書 

委 員 会 名 議会運営委員会 委 員 名 塩尻 英明 

視 察 地 神奈川県横須賀市 

調査事項 議会 BCP（業務継続計画）及び防災訓練の内容等について視察すると共に、具

体的な防災訓練の実施手順や注意するべきポイントなどの他、 議会基本条例に

災害対応等の項目が規定された経緯について調査する。 

視察年月日 ２月２日（金） 

視 察 内 容 

【所 感】 

近年での横須賀市の災害履歴は令和元年の台風 19号のみとのことではあったが、各地で発生

している近年の大規模災害を受けて議会基本条例や議会ＢＣＰなどの策定に至った。 

議会、議員、議会事務局のそれぞれの役割については他都市と同様に明確にされている。こ

こでもやはり議員と市本部は直接やり取りしない旨の記載がされている。 

防災訓練については平成 29年からこれまでに７回行われているが、防災訓練の内容をその年

度に計画していたものを令和５年度からは４年間の計画として組まれていた。単年度で考える

と様々な訓練を詰め込んでしまいそうだが、このように複数年において計画を立てるというの

は参考になった。 

今回特に興味を引かれたのが横須賀市である。安否確認や情報共有に使っているツールがＬ

ＩＮＥＷＯＲＫＳというものであり、スマートフォンで日常的に使っているＬＩＮＥと同じ感

覚で操作ができる。そして何より、各議員が地域において集めた情報をフォーマットへ入力し

た内容が自動的に表に集計されるようになっていることは、時間との勝負とも言える災害対応

においては不可欠なツールではないかと考える。そして、日常的に議会事務局との連絡をこの

ＬＩＮＥＷＯＲＫＳを利用していることもあり、操作に戸惑う議員もそれほど多くは無いよう

だ。 

安否確認においても他都市とは違っており、項目が２つのみとなっているため、容易に返答

することができる。他都市の安否確認項目を見ると、「この情報は不要では？」と感じる項目が

あり、これは旭川市議会ＢＣＰでも同様である。 

訓練による熟度は積み上げていくことが可能であり、必要に応じて違う訓練を行うこともで

きるが、使うツールに関しては一度導入したものを長期間利用していく必要があると考えると、

ツールの選択も重要になってくるだろうと考える。 

その他詳細については添付の資料にまとめる。 

※ 「視察内容」欄には，調査結果に対する意見，本市における実施の可能性，課題等を記載す

ること。 
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訓練で行っているのに１割がすぐに回答できていない

これはとても素晴らしい機能


